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11月5日（土）～7日（月）
「越知町文化祭」

教 育 委 員 会 か ら の お 知 ら せ

平成24年1月9日まで
「みんなで選ぶ！おもしろアニマルフォトコンテスト＆写真展ＰａｒｔⅡ」

博 物 館 か ら の お 知 ら せ

－ 10月7日　滝上町友好交流町調印10周年記念式典 －
左から岡林議長、吉岡町長、滝上町の長屋町長、小野議長
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北海道滝上町
たきのうえちょう

と友好交流町調印10周年を祝う

10月7日、越知町と北海道滝上町の友好交流町調印10周
年を祝い、越知町民会館で記念式典が開催されました。
両町は、明治期から越知町より滝上町に町出身者が多く
入植していることが縁で、平成13年に友好交流町の調印を
交わしており、今年で10周年を迎えました。
滝上町からは、長屋栄一町長をはじめ26名をお迎えし、
今後の一層の交流強化を約束しました。
式典では、前滝上高知県人会会長の大原市松氏と越知町
文化推進協議会会長の澤田泰彦氏に、これまでの交流活動
への貢献に対して感謝状が贈呈されました。

また、10周年を記念して両町の記念品交換も行い、
滝上町からは精巧な昆虫の木工品を、越知町からは
横倉山産の日本最古の石灰岩「土佐桜」がそれぞれ
に贈られました。
これに合わせて、同時期に開催中の「コスモスま

つり」にも10月7日～9日までの3日間限定で滝上町の
特産品販売コーナーを設け、多くの買い物客でにぎ
わいました。滝上町の商品の一部は「観光物産館お
ち駅」でも販売しています。どうぞご利用ください。

文化推進協議会澤田会長に長屋滝上町長より感謝状の贈呈

コスモスまつり会場でジャガイモやチーズなどを販売

記念式典後の祝賀会では、アトラクションとして高知ファイティングドッ
グス公式チアのダンスと楽しいトークで会場は一気に華やかに！



◎
高
齢
者
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
９
月
22
日
）

ド
ラ
イ
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
後
、

サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
店
へ
移
動
し
、

買
い
物
客
や
高
齢
者
、
歩
行
者
に

対
し
て
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
日
の
暮
れ
も
早

く
、
交
通
事
故
に
つ
な
が
り
や
す

い
の
で
、
反
射
材
な
ど
を
身
に
付

け
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

◎
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

（
９
月
28
日
）

保
育
園
・
幼
稚
園
児
に
よ
る
交

通
安
全
パ
レ
ー
ド
が
、
織
田
金
物

店
前
か
ら
役
場
駐
車
場
ま
で
の
区

さ
ん
に
は
、
桃
太
郎
旗
の
設
置
・

撤
去
や
街
頭
指
導
に
ご
協
力
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
ド
ラ
イ
バ
ー
サ
ー
ビ
ス

（
９
月
22
日
）

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
片
岡
の
駐
車
場

に
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
を

行
い
ま
し
た
。
佐
川
警
察
署
、
交

通
安
全
指
導
員
、
交
通
安
全
協
会

の
皆
さ
ん
が
、運
転
手
に
対
し
て
、

チ
ラ
シ
や
反
射
材
な
ど
を
配
布

し
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

9
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の
10

日
間
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

”子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
“
を
運
動
の
基
本
と
し
、

越
知
町
で
も
交
通
安
全
を
願
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃

（
９
月
22
日
）

交
通
安
全
協
会
越
知
分
会
の
皆

さ
ん
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

町
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
清
掃

し
、見
通
し
も
良
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
交
通
安
全
協
会
の
皆
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交
通
安
全
を
願
っ
て

ま・ち・の・話・題

間
で
、
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し

た
。当

日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

園
児
の
鼓
笛
隊
や
、
佐
川
警
察
署

員
、
交
通
安
全
指
導
員
、
交
通
安

全
協
会
ら
約
110
名
の
パ
レ
ー
ド

が
、
住
民
に
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

沿
道
に
は
、
た
く
さ
ん
の
保
護

者
や
住
民
が
か
け
つ
け
、
一
生
懸

命
演
奏
す
る
園
児
に
温
か
い
声
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

関
係
者
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

11
月
１
日
よ
り
、
新
し
く
越
知

駐
在
所
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ

た
所
員
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

初
め
ま
し
て
。
佐
川
署
地
域
課

か
ら
来
ま
し
た
西
村
で
す
。

越
知
に
は
、
芋
け
ん
ぴ
な
ど
お

い
し
い
店
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
す

ご
く
楽
し
み
で
す
。

越
知
駐
在
に
は
、
温
厚
な
松
田

夫
妻
も
お
り
、
と
て
も
心
強
い
で

す
。そ

し
て
何
よ
り
も
、
越
知
町
の

方
は
ノ
リ
が
良
く
、
こ
ち
ら
ま
で

楽
し
く
仕
事
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

は
以
前
、
越
知
町
で
安
全
教
室
を

行
っ
た
時
に
実
感
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
越
知
町
の
方
の
優
し

さ
を
感
じ
な
が
ら
、
仕
事
に
精
進

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。ど

う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

越
知
駐
在
所
員
の
紹
介西村 由里子
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緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊�

　
　
　
　
　
川
合
　
里
奈�

私
の
派
遣
元
、
地
球
緑
化
セ
ン

タ
ー
の
主
催
で
、
9
月
21
日
か
ら

25
日
ま
で
、
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力

隊
の
短
期
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行

い
ま
し
た
。
越
知
へ
や
っ
て
き
た

の
は
東
京
、
新
潟
、
兵
庫
の
大
学

生
4
人
。
私
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
づ

く
り
や
お
世
話
を
担
当
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
ち
ょ
う
ど
台
風
15
号

が
四
国
を
抜
け
関
東
へ
向
か
っ
て

い
た
最
中
。
宮
の
前
公
園
の
コ
ス

モ
ス
畑
が
浸
水
し
た
た
め
、
着
い

て
早
々
に
後
始
末
の
お
手
伝
い
へ

向
か
い
ま
し
た
。
2
日
目
、
3
日

目
は
、
横
畠
と
遊
行
寺
で
農
家
の

お
手
伝
い
。
ト
マ
ト
の
芽
摘
み
、

ミ
シ
マ
サ
イ
コ
畑
の
草
引
き
、
ハ

ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
張
り
替
え
、
田

ん
ぼ
の
ひ
え
取
り
作
業
な
ど
を
し

ま
し
た
。
４
人
に
と
っ
て
全
て
が

初
め
て
の
体
験
で
、
特
に
ビ
ニ
ー

ル
張
り
替
え
作
業
は
、
ハ
ウ
ス
の

仕
組
み
を
知
っ
て
嬉
し
か
っ
た
よ

う
。
田
ん
ぼ
に
足
を
踏
み
入
れ
る

の
も
初
め
て
で
、
鎌
を
手
に
み
ん

な
嬉
々
と
し
て
い
ま
し
た
！

初
日
と
2
日
目
の
夜
は
横
畠
で

私
が
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
方
の
家
に
泊
め
て
頂
き
ま
し

た
。
田
舎
の
家
族
と
一
緒
に
過
ご

す
の
は
な
か
な
か
出
来
な
い
体

験
。
家
族
の
仲
の
良
さ
に
驚
い
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
2
日
目
の
晩

の
横
畠
で
の
交
流
会
で
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
元
気
の
良
さ
と
お
酒

の
強
さ
に
ま
た
び
っ
く
り
。

4
日
目
は
、
桐
見
川
田
代
集
落

か
ら
黒
瀬
キ
ャ
ン
プ
場
ま
で
、
町

内
を
縦
断
し
て
回
り
ま
し
た
。
田

代
で
は
、
偶
然
に
も
稲
刈
り
を
初

体
験
！
私
も
田
ん
ぼ
や
稲
刈
り
に

憧
れ
に
似
た
気
持
ち
を
抱
い
て
い

た
身
で
す
の
で
、
4
人
の
興
奮
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
田
代
の
唯

一
の
小
学
生
が
タ
ク
シ
ー
で
通
学

し
て
い
る
と
聞
い
て
び
っ
く
り
。

ま
た
、
黒
瀬
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、

台
風
で
濁
っ
て
い
た
仁
淀
川
の
澄

み
始
め
た
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
美
し
さ
に
感
激
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
晩
は
町
民
会
館
で

催
さ
れ
た
「
や
ね
だ
ん
」
自
治
公

民
館
長
の
豊
重
さ
ん
の
講
演
会
に

全
員
で
参
加
。
前
日
の
虹
色
の
里

横
畠
会
長
の
お
話
と
合
わ
せ
て
、

地
域
づ
く
り
・
地
域
お
こ
し
に
興

味
が
湧
い
た
様
子
で
し
た
。

最
終
日
は
、
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
を
お
招
き
し
て
の
報
告
会
を

開
き
、
岡
副
町
長
を
含
む
11
名
の

方
が
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

大
学
生
の
一
人
が
、「
東
京
に

い
て
日
本
の
す
べ
て
を
知
っ
て
い

る
気
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
と
感

じ
ま
し
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い

ま
し
た
が
、
私
も
越
知
へ
来
た
当

初
、
似
た
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。
や
は
り
首
都
圏
に
住
ん
で

い
る
と
、
錯
覚
す
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
政
治
も
文
化
も
経
済
も
東

京
を
中
心
に
動
か
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
事
実
で
も
、
日
本
を
構
成
す

る
も
の
、
支
え
て
い
る
も
の
、
歴

史
を
作
っ
て
き
た
の
は
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
。
自
分
の
生
活
が
何
に
支

え
ら
れ
て
い
る
か
を
若
い
う
ち
に

知
る
こ
と
は
本
当
に
大
切
な
こ
と

だ
な
あ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た

し
、
こ
う
い
っ
た
都
会
（
の
特
に

若
者
）
と
田
舎
と
の
交
流
の
持
つ

意
味
の
大
き
さ
も
感
じ
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
、
食
材

を
寄
付
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、

本
当
に
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！

ブログ

http://rinajan.blog55.fc2.com/

携帯からも見れます！
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第
7
回

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ

９
月
16
日
か
ら
９
月
28
日
に
、

町
民
総
合
運
動
場
体
育
館
に
お

い
て
、第
７
回
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
カ
ッ
プ
、ソ
フ
ト
バ
レ
ー
・
ス
カ
ッ
シ

ュ
バ
レ
ー
・
６
人
制
バ
レ
ー
の
３
種
目

の
大
会
が
行
わ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

一
部
優
勝

仁
淀
Ａ

若
藤
　
富
雄
　
西
森
　
正
一

掛
水
　
志
保
　
西
森
　
朋
子

準
優
勝

仁
淀
Ｂ

第
三
位

仁
淀
Ｃ
　

二
部
優
勝

体
育
指
導
委
員

藤
原
　
修
一
　
古
味
　
啓
二

岡
林
　
明
宏
　
胡
摩
�
隆
史

準
優
勝

チ
ー
ム
杣
本

第
三
位

レ
デ
ィ
ー
ス

【
ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

一
部
優
勝

さ
く
ら
ク
ラ
ブ
Ｂ

片
岡
　
章
子
　
品
原
　
藍
　

山
田
　
雄
也

準
優
勝

Ｓ-

ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
Ａ

第
三
位

Ｓ-

ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
Ｂ

二
部
優
勝

チ
ャ
オ

服
部
ひ
と
み
　
田
村
　
里
美

森
田
　
訓
広
　
西
森
　
靖
子

準
優
勝

さ
く
ら
ク
ラ
ブ
Ａ

第
三
位

山
本

【
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

優
勝Ｐ

Ｐ
１

上
田
　
和
浩
　
金
堂
　
博
明

岡
田
　
孝
司
　
大
原
　
範
朗

高
橋
　
雅
丈
　
黒
石
　
亜
希

麻
田
　
皓
美
　

準
優
勝

エ
ン
ス
ト

第
三
位

高
吾
北
広
域
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

ë
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ê
６
人
制
バ
レ
ー

地
震
の
揺
れ
を

体
験
し
ま
し
た

『
起
震
車
に
よ
る
防
災
訓
練
』

10
月
16
日
、
高
知
県
消
防
学
校

を
会
場
に
、
平
成
23
年
度
高
知
県

消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、
越

知
町
消
防
団
（
西
森
歳
勝
団
長
）

を
代
表
し
て
、
越
知
分
団
（
山
本

明
分
団
長
）
が
ポ
ン
プ
車
操
法
の

部
に
出
場
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
の
優
勝
を
目
指
し

て
、
６
月
か
ら
猛
練
習
を
行
っ
て

き
た
選
手
た
ち
は
、
競
技
時
間
が

わ
ず
か
５
分
程
度
の
本
番
で
、
日

ご
ろ
の
練
習
成
果
を
遺
憾
な
く
発

揮
し
、
見
事
敢
闘
賞
（
４
位
）
に

入
賞
し
ま
し
た
。
本
当
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

越
知
町
消
防
団
は
、
こ
れ
か
ら

も
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た

め
、
消
防
・
防
災
活
動
に
尽
力
し

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
温
か

い
応
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

【
選
手
紹
介
】

指
揮
者
　
田
村
敬
一
郎

１
番
員
　
岡
林
　
健
作

２
番
員
　
小
田
　
典
廣

３
番
員
　
山
本
　
鉄
平

９
月
19
日
に
、
北
島
病
院
や
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ま
ぼ
う
し
の
職

員
ら
約
30
人
が
、
病
院
駐
車
場
に

お
い
て
、
起
震
車
を
使
っ
て
地
震

の
揺
れ
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
過
去
に
発
生
し
た

大
地
震
の
揺
れ
を
一
人
２
種
類
ず

つ
体
験
し
、
い
つ
発
生
す
る
か
分

か
ら
な
い
南
海
地
震
に
備
え
て
の

心
構
え
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

訓
練
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

高
知
県
消
防
操
法
大
会

見
事
、
敢
闘
賞
入
賞
！

越
知
町
消
防
団
「
越
知
分
団
」

４
番
員
　
松
永
　
佳
三

補
助
員
　
須
内
　
浩
史

〃
　
　
西
森
　
　
健
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アンニョンハセヨ！

最近は「町民会館キムです～アンニョンハセヨ！」と電話に出たら慌てず「アンニョンハセ
ヨ！」と言ってくれる方々が増えてとても嬉しいです。越知町に来て半年が経ち越知町自慢の
コスモス祭りにも地区運動会にも参加して越知町の生活を楽しんでいます。

さて、日本の11月は文化の日と勤労感謝の日があ
っていいですが、韓国の11月は祝日が全くないので
寂しいです。しかも、11月には大学の入学試験、
「大学修学能力試験」が行われるのでかなり残酷
（？）な月です。韓国の入試は受験戦争と呼ばれる
ほど大事なので私が持っている11月のイメージはポ
ジティブではありません。今月は日本のセンター試
験にあたる韓国の「大学修学能力試験」について紹
介しようと思っています。

韓国の大学受験日である「大学修学能力試験」の日は略して「修能（スヌン）」と呼びます。
この「スヌン」の成績で自分が入れる大学がほぼ決まるので一世一代の大勝負！だと言われる

ほど韓国人にとってはものすごく大切な日です。ど
れだけ大事かと言ったら、受験生のために通勤時間
が2時間ぐらい後にずらされるし、遅刻しそうな受
験生を送るためにパトカーや白バイクが待機しま
す。これだけではなく、最も驚くことは言語と外国
語領域に20分ぐらい聞き取りテストがありますが、その時は
飛行機の離着陸時間も調整します。この日は国民全体
が協力して受験生をサポートする日なのです。

この「スヌン」は毎年11月全国の高校で一斉に行われ、今年の「スヌン」は11月10日です。
そのため、この日は高校も休みます。試験開始は8:40で、終了は17:35です。この長い１日に言
語、数理、外国語、探究、第２外国語の５つの領域の試験を受けます。ちなみに数理は100分
間で一番長いですが、私の場合は数学がものすごく苦手でほとんどあきらめてしまったので、
かなり時間が余っちゃった辛い思い出がありますね（笑）。

ところで日本では受験生のためにどんなプレゼントをあげます
か？韓国では昔からよくプレゼントするのは飴（ヨッ）です。こ
の飴はベタベタするので志望する学校にくっつくという意味でよ
く受験生にプレゼントします。実際に糖分がたっぷりで頭脳活動
にもいいそうです。他にも大福餅とかチョコレートが人気です。
そして、若者たちの間で流行っている面白いアイデアのプレゼン
トではティッシュ、フォーク、鏡などがあります。これらは試験
問題がよく解けるようにという意味が込められています。

「スヌン」の結果は1ヶ月後自分の高校に送られてくるので結果が出る前に受験生によって違
いますが、面接や論述などの準備をしたり芸術系の受験生は実技試験の準備をしたりします。
だから「スヌン」が終わっても気が抜けないです。韓国の受験ってすごいでしょう？私も受験
から10年近くになったのでこの原稿を書きながらとても懐かしい気分になりました。でも二度
と受けたくはないですが（笑）。それでは、また来月～！

ま・ち・の・話・題

先輩たちを応援するために会場前には後輩たちが
朝早い時から来て励まします。

「スヌン」の日だけは受験生が王様！パトカーも乗れます！

受験生のための伝統的なプ
レゼントである韓国の飴です。



11
月
１
日
か
ら
、
地
震
な
ど
災

害
時
の
緊
急
速
報
な
ど
を
お
知
ら

せ
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
「
エ
リ
ア

メ
ー
ル
」
サ
ー
ビ
ス
を
越
知
町
で

開
始
し
ま
し
た
。

越
知
町
の
送
信
エ
リ
ア
に
い
る

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
対
応
機
種
の
携
帯

電
話
利
用
者
に
対
し
、
緊
急
地
震

速
報
や
越
知
町
が
発
令
す
る
避
難

勧
告
・
指
示
に
関
す
る
情
報
を
配

信
し
ま
す
。

な
お
、
月
額
利
用
料
や
情
報
料

は
全
て
無
料
で
す
。

※
通
勤
・
通
学
お
よ
び
観
光

な
ど
で
一
時
的
に
越
知
町
内

に
い
る
方
に
も
緊
急
情
報
を

提
供
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
が
、
こ
れ
か
ら
の

私
た
ち
の
生
活
を
変
え
ま
す
。

台
所
の
水
な
ど
が
、
川
や
海
に

流
れ
る
の
を
防
ぐ
の
が
下
水
道
で

す
。

下
水
道
の
役
割

・
家
庭
の
台
所
や
風
呂
な
ど
の
生

活
汚
水
が
、
住
宅
の
周
り
に
た
ま

る
と
、蚊
や
ハ
エ
が
発
生
し
た
り
、

い
や
な
臭
い
が
し
た
り
す
る
原
因

に
な
り
ま
す
。
下
水
道
に
よ
っ
て

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
く
な
り
ま

す
。

・
私
た
ち
の
住
ま
い
で
、
し
尿

（
大
便
や
小
便
）
を
汲
み
取
り
式

ト
イ
レ
に
た
め
て
お
く
こ
と
は
、

衛
生
的
で
な
く
、
臭
い
が
す
る
原

因
に
も
な
り
ま
す
。

・
川
や
海
が
汚
濁
す
る
原
因
は
、

生
活
汚
水
や
工
場
排
水
な
ど
が
、

未
処
理
の
ま
ま
直
接
流
入
し
て
い

る
た
め
で
す
。
下
水
道
は
、
こ
れ

ら
の
汚
水
を
処
理
す
る
の
で
、
川

な
ど
は
本
来
の
清
ら
か
さ
を
取
り

戻
し
ま
す
。

越
知
町
の
公
共
下
水
道
は
、
水

質
保
全
、
生
活
環
境
の
改
善
、
市
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◆
目
的

災
害
時
な
ど
に
町
民
の
皆
さ
ん

に
、
サ
イ
レ
ン
や
防
災
行
政
無
線

放
送
な
ど
の
情
報
伝
達
手
段
と
と

も
に
、
多
く
の
方
々
に
迅
速
か
つ

確
実
に
必
要
な
情
報
を
伝
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。

◆
特
徴

①
情
報
の
配
信
時
に
越
知
町
内

に
い
る
方
に
配
信
し
ま
す
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
は
不

要
で
す
。

②
災
害
時
で
も
配
信
可
能
で
す
。

ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
と
違
い
、
災

害
時
の
回
線
混
雑
の
影
響
を
受
け

ず
に
、
多
数
の
携
帯
電
話
に
一
斉

配
信
で
き
ま
す
。

③
す
ぐ
に
情
報
を
確
認
で
き
ま

す
。複

雑
な
操
作
は
不
要
で
、
エ
リ

ア
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
と
、
専
用

着
信
音
と
と
も
に
自
動
的
に
情
報

が
表
示
さ
れ
ま
す
。

◆
配
信
す
る
情
報

①
緊
急
地
震
速
報
②
避
難
準
備

情
報
③
避
難
勧
告
④
避
難
指
示
⑤

警
戒
区
域
情
報
⑥
土
砂
災
害
警
戒

情
報
⑦
指
定
河
川
洪
水
警
報
⑧
弾

道
ミ
サ
イ
ル
情
報
⑨
航
空
攻
撃
情

報
⑩
ゲ
リ
ラ
・
特
殊
部
隊
攻
撃
情

報
⑪
大
規
模
テ
ロ
情
報
な
ど

◆
受
信
設
定

平
成
20
年
11
月
以
降
に
発
売
さ

れ
た
機
種
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
受

信
設
定
済
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
一
部
機
種
に
は
、
受
信
設
定

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
設
定

は
、
メ
ニ
ュ
ー
の
「
メ
ー
ル
」→

「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
設
定
」
に
よ
り

簡
単
に
設
定
で
き
ま
す
。

対
応
機
種
や
操
作
方
法
に
つ
き

ま
し
て
は
、
お
近
く
の
ド
コ
モ
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

こ
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

は
、
現
在
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
み

が
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、

他
社
で
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま

っ
た
場
合
に
も
、
導
入
す
る
よ
う

に
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
　
消
防
防
災
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
１

下
水
道
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い�

街
地
の
浸
水
解
消
を
目
的
と
し
て

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
家
庭
な
ど
か
ら
側
溝
や

水
路
に
流
さ
れ
て
い
る
雑
排
水
、

そ
れ
に
完
全
に
浄
化
さ
れ
て
い
る

と
は
い
え
な
い
状
態
で
流
さ
れ
て

い
る
水
洗
便
所
な
ど
の
汚
水
が
、

下
水
道
で
処
理
可
能
で
す
。

越
知
町
の
市
街
地
の
下
水
道
整

備
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

に
よ
り
ほ
ぼ
完
成
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
も

接
続
家
庭
が
少
な
け
れ
ば
、
仁
淀

川
に
代
表
さ
れ
る
越
知
町
の
す
ば

ら
し
い
自
然
環
境
を
守
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

下
水
道
へ
の
接
続
は
、
ま
だ
ま

だ
少
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

現
在
、
下
水
道
に
未
接
続
の
家

庭
（
合
併
浄
化
槽
、
単
独
浄
化
槽

も
含
ま
れ
ま
す
）
は
、
積
極
的
に

下
水
道
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

美
し
い
仁
淀
川
の
清
流
を
子
孫

に
残
す
た
め
に
も
、
下
水
道
へ
の

積
極
的
な
加
入
に
つ
い
て
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
水
道
課
　
下
水
道
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
４

「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
で

災
害
時
の
情
報
を
配
信
し
ま
す
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場広報情

11月９日（水）から11月１５日（火）までの７日間

秋の火災予防運動が実施されます。

２０１１年度、全国統一防火標語は

「消したはず　決めつけないで　もう一度」

これからの時季は空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節になります。

火災は人災です。地域住民の方々は日ごろより、火の取り扱いには十分注意

されているとは思われますが、火災でみなさんの大切な命や財産を失わないよう、今一度「秋の火災予防期間

中」に“火の用心”について再確認していただきたいと思います。

お問い合わせ・病院紹介

◆高吾北消防署　０８８９－２６－２１１１

◆仁淀川分署　　０８８９－３５－００１７

全国一斉　秋の火災予防運動を実施�

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
で
は
、
育
成
資
金
の
貸
付

や
、
介
護
料
の
支
給
を
行
っ
て
い

ま
す
。

育
成
資
金
の
貸
付
は
、
自
動
車

事
故
が
原
因
で
保
護
者
を
亡
く
さ

れ
た
り
、
重
度
の
後
遺
障
害
を
残

す
こ
と
に
な
っ
た
生
活
困
窮
家
庭

の
児
童
（
中
学
生
以
下
）
に
義
務

教
育
終
了
ま
で
の
経
済
的
手
助
け

を
行
う
制
度
で
す
。

ま
た
、
介
護
料
は
、
自
動
車
事

故
が
原
因
で
重
度
の
後
遺
障
害
と

な
り
、
介
護
の
必
要
な
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

◆
金
額

【
育
成
資
金
貸
付
額
】

一
時
金
　
　
　
15
万
５
千
円

入
学
支
度
金
　
４
万
４
千
円

月
額
　
　
　
　
２
万
円

【
介
護
料
支
給
（
月
額
）】

重
度
後
遺
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て

月
額
約
３
万
円
か
ら
13
万
円
ま
で

支
給
額
は
異
な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
市
南
ノ
丸
町
５
―
17

高
知
県
ト
ラ
ッ
ク
会
館
内

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
３
１
―
１
８
１
７

暴
力
は
、
性
別
や
年
齢
、
間
柄

を
問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
、
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の

人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で

あ
り
、
子
ど
も
さ
ん
が
い
る
場
合

は
、
児
童
虐
待
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
こ
の
運
動
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
暴
力
に
よ
る
人
権
侵
害
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

あ
な
た
や
、
あ
な
た
の
周
り
の

誰
か
が
被
害
に
遭
わ
れ
た
と
き
に

は
、
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

相
談
窓
口

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
３
３
―
０
７
８
３

平
日
９
時
〜
22
時

土
・
日
・
祝
日
９
時
〜
20
時

（
年
末
年
始
は
休
み
ま
す
）

▼
警
察
で
は
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
相
談

を
24
時
間
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
の
あ
る
方
は
、
最
寄
り
の

警
察
署
、
ま
た
は
警
察
本
部
の
総

合
相
談
係
（
＃
９
１
１
０
ま
た
は

０
８
８
・
８
２
３
・
９
１
１
０
）

ま
で
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
女
性

の
人
権
問
題
解
消
に
向
け
、
次
の

と
お
り
電
話
相
談
の
強
化
週
間
を

実
施
し
ま
す
。

期
間
中
は
、
土
・
日
曜
日
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
日

は
時
間
を
延
長
し
、
午
後
７
時
ま

で
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
実
施
期
間
】

11
月
14
日
か
ら
11
月
20
日
ま
で

の
７
日
間

【
時
間
】

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

ま
で
。
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

【
電
話
番
号
】

０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

【
取
扱
内
容
】

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
離
婚
問
題
、

暮
ら
し
の
悩
み
ご
と
な
ど
女
性
を

め
ぐ
る
人
権
問
題

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
２
２
―
３
５
０
３

交
通
事
故
被
害
者
の

家
庭
を
サ
ポ
ー
ト

「
女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動
」

11
／
12
〜
11
／
25

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

11
／
14
〜
11
／
20



お
申
し
込
み
方
法
は
、
口
座
振

替
申
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・

押
印
（
金
融
機
関
の
届
出
印
）
し

て
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
お
申

し
込
み
さ
れ
る
か
、
ご
郵
送
く
だ

さ
い
。
ま
た
は
、
金
融
機
関
窓
口

に
ご
提
出
い
た
だ
い
て
も
結
構
で

す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
西
年
金
事
務
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
７
５
―
１
７
１
７

住
民
課
　
年
金
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
５
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場広報情

国
民
年
金
保
険
料
は
日
本
年
金

機
構
か
ら
お
送
り
す
る
納
付
案
内

書
な
ど
に
よ
り
、
毎
月
の
保
険
料

を
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る

と
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年

金
の
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
場

合
に
よ
っ
て
は
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
万
一
の
と
き
に
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
便
利
で
安
心
な
口
座

振
替
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま

す
。
口
座
振
替
に
し
て
お
く
と
、

毎
月
、
納
め
に
行
く
時
間
と
手
間

が
か
か
ら
ず
便
利
で
安
心
で
す
。

ま
た
、
口
座
振
替
の
な
か
に
は

割
引
の
あ
る
お
得
な
振
替
方
法

（
早
割
・
一
年
前
納
・
半
年
前
納
）

も
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

「
労
働
相
談
」
と

「
あ
っ
せ
ん
」

「
給
料
を
一
方
的
に
減
額
さ
れ

た
」「
会
社
が
有
給
を
認
め
て
く

れ
な
い
」「
突
然
、
解
雇
・
雇
止

め
さ
れ
た
」
―
こ
の
よ
う
な
問
題

で
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
知
県
労
働
委
員
会
は
、「
労

働
相
談
」
と
「
あ
っ
せ
ん
」
で
、

こ
う
し
た
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
の
解

決
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

「
労
働
相
談
」
は
、
電
話
や
メ

ー
ル
で
の
ご
相
談
に
対
し
、
事
務

局
の
職
員
が
判
例
や
法
令
な
ど
ト

ラ
ブ
ル
解
決
に
有
効
な
情
報
を
お

伝
え
す
る
も
の
で
す
。

「
あ
っ
せ
ん
」
で
は
、
公
益
・

労
働
者
・
使
用
者
の
三
者
の
委
員

で
構
成
さ
れ
る
あ
っ
せ
ん
委
員
会

が
、
中
立
の
立
場
で
労
働
者
と
使

用
者
と
の
話
し
合
い
を
仲
介
し
ま

す
。い

ず
れ
も
簡
易
迅
速
で
無
料
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
県
労
働
委
員
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
２
１
―
４
６
４
５

自
動
車
の
不
具
合
情
報

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

国
土
交
通
省
で
は
、迅
速
な
リ
コ

ー
ル
の
実
施
や
リ
コ
ー
ル
隠
し
な
ど

の
防
止
の
た
め
、「
自
動
車
不
具
合

情
報
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」を
通
じ
て
、皆

様
の
お
車
に
発
生
し
た
不
具
合
情

報
を
収
集
し
て
お
り
ま
す
。お
車
に

不
具
合
が
発
生
し
た
際
に
は
情
報

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
平
日
・
日
中
）

０
１
２
０
―
７
４
４
―
９
６
０

○
自
動
音
声（
年
中
無
休
・
24
時
間
）

０
３
―
３
５
８
０
―
４
４
３
４

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
受
付

w
w
w
.m
lit.go.jp/RJ/

最
低
賃
金
645
円
に

高
知
労
働
局
で
は
、
県
内
の
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

「
高
知
県
最
低
賃
金
」
を
改
正
し
、

10
月
26
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
よ
り
、
10
月
26
日

以
降
分
と
し
て
労
働
者
に
支
払
う

賃
金
は
、
1
時
間
645
円
以
上
と
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

◎
高
知
労
働
局
（
賃
金
室
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
８
５
―
６
０
２
４

ま
た
は
最
寄
の
労
働
基
準
監
督
署

◎
須
崎
労
働
基
準
監
督
署

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
９
―
４
２
―
１
８
６
６

12
月
4
日
・
5
日
に
予
定
し
て

い
ま
し
た
「
ひ
ろ
い
健
診
」
は
、

12
月
18
日
（
日
）
と
19
日
（
月
）

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
方
に
は
、
受
診
調

査
票
を
送
付
し
ま
す
の
で
折
り
返

し
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

健
診
内
容
は
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
診
と
特
定
健
診
で
す
。

◆
お
申
し
込
み
先

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
２
１
１

総
合
健
診
『
ひ
ろ
い
健
診
』

12
月

18
・

19
日
に
変
更

就
職
し
た
い
、
転
職
し
た
い
、

資
格
を
取
り
た
い
な
ど
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

11
月
18
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

【
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

１
階
会
議
室

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
無
料
職
業
紹
介
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
７
５
―
２
５
０
０

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
へ

無
料
就
業
相
談
を
行
い
ま
す



固定資産税の課税対象となる資産につきましては、５年間遡及（過去にさかのぼって影響や効力が及ぶこと）
して課税、または還付されます。
よって、固定資産税（家屋・土地・償却）に関する申告や届出などのお忘れがないようにご注意ください。

◆お問い合わせ先
税務課　資産税係
ＴＥＬ２６－１３８３

毎月第3日曜日は「家庭の日」
平 成 2 2 年 度 「 家 庭 の 日 」 標 語 ④

夕ごはん　作ってる母の　背中好き
青少年育成越知町民会議
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場広報情

家屋の新築、増築、全部取り壊し、一部取り壊しなどの異動があった場合には、税務課までご連絡ください。
※賦課期日は、毎年1月1日です。
（平成24年度の固定資産税の課税額に影響いたしますので、お早めに届出をしてください。）
なお、未登記の家屋で売買などにより、所有者が変更になった場合には、所有者変更届を提出してください。

◆お問い合わせ先
税務課　資産税係
ＴＥＬ２６－１３８３

家屋の異動（新築・増築・取壊し等）について

固定資産税の遡及課税及び遡及還付について

子
ど
も
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
す
も
す

い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐
待

な
ど
の
相
談
ご
と
は
、
子
ど
も
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心
と
な
っ

て
支
援
し
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

昼
間

・
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
す
も
す
（
教
育
委
員
会
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

夜
間

・
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

び
ゃ
く
れ
ん
（
佐
川
町
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
０
―
０
２
０
３

そ
の
他
関
係
機
関

・
中
央
児
童
相
談
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
６
６
―
６
７
９
１

・
高
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
６
６
―
３
８
９
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
２
２
―
６
５
０
５

・
高
知
県
心
の
教
育
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
３
３
―
２
９
２
２
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ë募集・案内 ê

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
参
加
者
募
集

【
主
催
】

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

【
種
目
・
日
時
】

第
５
回
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会

12
月
９
日
（
金
）

午
後
７
時
30
分
か
ら

【
場
所
】

越
知
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【
参
加
費
】

３
０
０
円

（
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
付
）

大
会
当
日
の
午
後
７
時
か
ら
行

わ
れ
る
吹
矢
教
室
に
参
加
さ
れ
る

方
も
当
日
に
集
金
し
ま
す
。

た
だ
し
、
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
会
員
は
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
代
１
０

０
円
の
み
と
な
り
ま
す
。

【
試
合
方
法
】

参
加
人
数
や
レ
ベ
ル
に
応
じ

て
、主
催
者
側
で
部
分
け
し
ま
す
。

【
表
彰
】

上
位
チ
ー
ム
に
表
彰
状
・
副
賞

を
授
与
し
ま
す
。

【
申
込
先
】

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
上
、
町
民
会
館
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
上
記
の
吹
矢

教
室
に
参
加
さ
れ
て
な
い
方
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
切
日
】

12
月
６
日
（
火
）
ま
で

【
そ
の
他
】

※
開
催
中
の
事
故
に
つ
い
て
は
、

主
催
者
側
で
は
責
任
を
負
い
ま

せ
ん
。

※
申
込
用
紙
は
、
役
場
窓
口
・
町

民
会
館
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
町
民
会
館
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
０
―
１
０
５
１

参
加
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
教
室

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、

「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
教
室
」
を
開
催

し
ま
す
。
円
形
の
的
を
め
が
け
て

呼
吸
で
矢
を
飛
ば
す
、
気
軽
に
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ま
た
、
体

力
や
年
齢
を
問
わ
ず
手
軽
に
楽
し

め
、
基
本
動
作
と
特
有
の
呼
吸
法

に
よ
り
、
血
行
促
進
、
便
秘
、

不
眠
症
、
ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
数

多
く
の
病
気
予
防
に
効
果
的
と
い

わ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
、
是
非
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
最
終
日
の
12

月
９
日
（
金
）
は
午
後
７
時
30
分

よ
り
引
き
続
き
吹
矢
大
会
を
行
い

ま
す
。

【
主
催
】

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

【
募
集
人
数
】

30
名
程
度

【
日
程
】

11
月
18
日（
金
）

11
月
24
日（
木
）

12
月
２
日（
金
）

12
月
９
日（
金
）

全
日
程
と
も

午
後
７
時
か
ら
８
時
30
分
ま
で

【
場
所
】

越
知
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【
参
加
料
】

１
０
０
０
円(

４
回
分
）

た
だ
し
、
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

会
員
は
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
代
１
０
０

円
と
な
り
ま
す
。

【
指
導
者
】

（
社
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会

公
認
指
導
員
　
古
味
　
博
さ
ん

高
吾
北
支
部

【
申
込
方
法
】

所
定
の
申
込
書
に
ご
記
入
の

上
、
町
民
会
館
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

※
原
則
と
し
て
、
全
日
程
を
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。

※
開
催
中
の
事
故
に
つ
い
て
は
、

主
催
者
側
で
は
責
任
を
負
い

ま
せ
ん
。

※
申
込
用
紙
は
、
役
場
窓
口
・
町

民
会
館
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
０
―
１
０
５
１
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第
14
回
コ
ス
モ
ス
カ
ー
ド
杯

ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
　
参
加
者
募
集

ë募集・案内 ê
【
主
催
】

越
知
コ
ス
モ
ス
カ
ー
ド
加
盟
店
会

【
日
時
】

11
月
25
日
（
金
）

午
後
７
時
か
ら

（
受
付
は
、
６
時
30
分
か
ら
）

【
場
所
】

越
知
町
民
総
合
運
動
場
体
育
館

【
参
加
資
格
】

参
加
チ
ー
ム
は
、
１
チ
ー
ム
に

つ
き
満
点
カ
ー
ド
を
２
枚
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
チ
ー
ム
編
成
】

１
チ
ー
ム
３
人

※
男
性
は
、
２
人
以
内

（
女
性
３
人
で
の
参
加
も
可
）

た
だ
し
、
１
部
希
望
の
チ
ー
ム

は
、
男
性
３
人
で
の
参
加
も
可

※
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
、
１
・

２
・
３
部
・
初
心
者
の
部
で
行

い
ま
す
。特
に
初
心
者
の
部
は
、

大
歓
迎
で
す
。

【
表
彰
】

上
位
チ
ー
ム
に
表
彰
状
・
副
賞

を
授
与
し
ま
す
。

参
加
チ
ー
ム
に
は
、
参
加
賞
を

用
意
し
て
お
り
ま
す
。

【
試
合
方
法
】

参
加
チ
ー
ム
数
に
よ
り
、
主
催

者
側
で
決
定
し
ま
す
。

【
申
込
先
】

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
上
、
越
知
町
民
会
館

ま
た
は
、
コ
ス
モ
ス
カ
ー
ド
加
盟

店
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
切
日
】

11
月
22
日
（
火
）

午
後
５
時
ま
で
（
期
限
厳
守
）

【
そ
の
他
】

○
開
催
中
の
事
故
に
つ
い
て
は
、

主
催
者
側
で
は
責
任
を
負
い
ま

せ
ん
。

○
申
込
用
紙
は
、
役
場
窓
口
・

町
民
会
館
、
コ
ス
モ
ス
カ
ー
ド

加
盟
店
に
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
０
―
１
０
５
１

参
加
者
募
集

ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
、
４

日
間
に
わ
た
り
「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教

室
」
を
開
催
し
ま
す
。
美
し
い
か

ら
だ
を
つ
く
る
ピ
ラ
テ
ィ
ス
レ
ッ

ス
ン
と
題
し
行
う
も
の
で
、
イ
ン

ナ
ー
の
筋
力
ア
ッ
プ
、
呼
吸
機
能

の
促
進
、
よ
り
透
明
な
肌
な
ど
数

多
く
の
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
体
力
や
年
齢
を
問
わ
ず

手
軽
（
健
康
体
操
的
）
に
受
講
で

き
ま
す
の
で
、
運
動
を
し
て
な
い

方
で
も
安
心
し
て
行
え
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
、
是
非
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
主
催
】

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

【
募
集
人
数
】

20
名
程
度

【
日
程
】

11
月
24
日
（
木
）

11
月
28
日
（
月
）

12
月
１
日
（
木
）

12
月
８
日
（
木
）

全
日
程
と
も

午
後
７
時
〜
８
時
ま
で

【
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

【
参
加
料
】

１
０
０
０
円(

４
回
分
）

た
だ
し
、
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
会
員
は
無
料
で
す
。

【
指
導
者
】

Ｆ
Ｔ
Ｐ
認
定
ピ
ラ
テ
ィ
ス
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
　
賀
部
綾
子
先
生

【
申
込
方
法
】

所
定
の
申
込
書
に
ご
記
入
の

上
、
町
民
会
館
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
参
加
上
の
注
意
】

※
教
室
開
始
後
は
、
参
加
料
の
返

還
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

※
運
動
で
き
る
服
装
、
運
動
シ
ュ

ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

※
開
催
中
の
事
故
に
つ
い
て
は
、

主
催
者
側
で
は
責
任
を
負
い
ま

せ
ん
。

※
申
込
用
紙
は
、
役
場
窓
口
・
町

民
会
館
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
０
―
１
０
５
１

「
新
成
人
の
集
い
」
の
ご
案
内

平
成
24
年
１
月
３
日（
火
）、越

知
町
民
会
館
に
お
い
て
、平
成
23
年

度
新
成
人
の
集
い
を
行
い
ま
す
。

案
内
状
を
11
月
下
旬
に
発
送
し

ま
す
。
越
知
町
に
住
所
が
な
い
方

で
、
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

教
育
委
員
会
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

【
対
象
者
】

平
成
３
年
４
月
２
日
〜
平
成
４

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
河
添
・
前
田
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る

皆
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！



―
山
は
川
の
生
み
の
親

―

越
知
町
黒
森
山
植
樹
第
４
弾

仁
淀
川
の
森
に
木
を
植
え
よ
う
！

―13―広報おち―11月号―

ë募集・案内 ê

ク
ヌ
ギ
な
ど
広
葉
樹
の
森
の
木

を
育
る
こ
と
に
よ
り
、生
物
的
な
多

様
性
を
高
め
る
こ
と
か
ら
、森
が
持

つ
水
の
保
水
力
及
び
浄
化
力
を
高

め
、山
と
里
と
川
の
豊
か
な
自
然
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

【
実
施
日
】

11
月
20
日
（
日
）

【
時
間
】

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
2
時

【
集
合
場
所
】

仁
淀
川
漁
業
協
同
組
合
　

午
前
8
時
15
分
集
合

（
バ
ス
の
送
迎
あ
り
）

※
現
地
集
合
の
方
は
、
午
前
9
時

50
分
に
黒
森
山
へ
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。

【
植
樹
場
所
】

黒
森
山

【
参
加
費
】

無
料

【
持
参
す
る
物
】

昼
食
・
飲
み
物
・
植
樹
の
で
き

る
服
装

【
申
込
締
切
日
】

11
月
15
日
（
火
）

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
６
４

◎
主
催

仁
淀
川
漁
業
協
同
組
合

公
益
社
団
法
人
高
知
県
森
と
緑

の
会

◎
後
援

高
知
県
・
仁
淀
川
流
域
交
流
会

議
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
知
放
送
局
・
高

知
新
聞
社
・
Ｒ
Ｋ
Ｃ
高
知
放

送
・
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
高
知
・

Ｋ
Ｓ
Ｓ
さ
ん
さ
ん
テ
レ
ビ

※
こ
の
事
業
は
、
日
本
郵
便
株
式

会
社
助
成
事
業
の
助
成
を
受
け

実
施
し
ま
す
。

第
三
回
　
仁
淀
川
・
四
国
カ
ル
ス
ト
ジ
オ
パ
ー
ク

越
知
町
実
地
説
明
会

『
秋
の
横
倉
山
探
訪
』
〜
史
跡
・
ジ
オ
サ
イ
ト
巡
り
〜

特
異
な
地
質
と
自
然
、
歴
史
か

ら
日
本
の
地
質
百
選
に
も
選
ば
れ

た
横
倉
山
は
、
古
く
か
ら
信
仰
の

山
で
あ
り
、
ま
た
、
人
々
の
生
活

の
山
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
歴

史
・
伝
承
と
ロ
マ
ン
に
満
ち
た
横

倉
山
を
探
訪
し
、
横
倉
山
の
大
地

が
育
ん
だ
豊
か
な
自
然
環
境
（
ジ

オ
パ
ー
ク
）を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

【
開
催
日
】

11
月
12
日
（
土
）

【
集
合
時
間
】

宮
の
前
公
園
に
午
前
7
時
30
分

【
参
加
費
】

１
０
０
０
円

【
行
程
】

・
7
時
30
分
〜
（
宮
の
前
公
園
集

合
・
受
付
・
開
会
）

・
8
時
〜
（
バ
ス
に
て
横
倉
山
第

一
駐
車
場
へ
出
発
）

・
8
時
30
分
〜
（
横
倉
山
南
遊
歩

道
を
カ
ブ
ト
嶽
へ
向
け
て
出

発
）

・
14
時
30
分
〜
（
杉
原
神
社
か
ら

第
三
駐
車
場
到
着
・
バ
ス
に
て

博
物
館
へ
）

・
16
時
（
博
物
館
見
学
後
、
宮
の

前
公
園
で
解
散
）

※
歩
く
距
離
は
約
５
㎞
で
す
。

【
申
込
締
切
】

11
月
７
日
（
月
）

【
そ
の
他
】

お
弁
当
・
飲
み
物
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
山
歩
き
の
で
き
る
服
装

で
お
願
い
し
ま
す
。

※
横
倉
山
は
4
億
年
以
上
前
の
日

本
最
古
の
化
石
を
産
し
、
土
佐

国
唯
一
の
修
験
者
の
霊
場
で
あ

り
、
安
徳
天
皇
潜
幸
伝
説
が
語

り
継
が
れ
る
山
で
す
。
ま
た
世

界
的
な
植
物
学
者
・
牧
野
富
太

郎
博
士
が
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
た
山
と
し
て
も
知
ら
れ
、
杉

や
ア
カ
ガ
シ
の
古
木
が
残
る
森

の
植
物
相
は
、
多
様
な
生
物
が

生
息
す
る
環
境
を
育
ん
で
い
ま

す
。

◎
主
催

三
嶽
古
道
を
歩
く
実
行
委
員
会

◎
共
催

越
知
町
・
越
知
町
平
家
会
・
越

知
町
商
工
会
・
越
知
町
観
光
協

会
・
横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

友
の
会
・
仁
淀
川
四
国
カ
ル
ス

ト
ジ
オ
パ
ー
ク
協
議
会

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
６
４

歩
こ
う
会

松
葉
川
温
泉
コ
ー
ス

【
日
時
】

11
月
24
日
（
木)

午
前
8
時
30
分

サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
駐
車
場
集
合

午
前
8
時
40
分

サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
駐
車
場
出
発

午
後
5
時
30
分

帰
着
予
定

【
経
路
】

越
知
―
須
崎
―
窪
川
―
松
葉
川
温

泉
―
窪
川
―
須
崎
―
越
知

【
実
施
要
領
】

・
車
両
を
利
用
し
て
実
施
す
る

・
参
加
料
２
７
０
０
円

（
お
弁
当
代
を
含
む
）

・
集
合
時
間
厳
守

・
小
雨
決
行
と
す
る

・
人
員
に
達
す
る
と
締
め
切
る

・
そ
の
他
は
従
来
ど
お
り

◆
お
申
し
込
み
期
限

11
月
15
日
（
火
）

◆
お
申
し
込
み
先

矢
野
（
３
区
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
４
５
８



育
児
相
談
・
親
子

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

の
ご
案
内
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「
ソ
バ
打
ち
体
験
」
参
加
者
募
集

各
種
の
体
験
型
観
光
に
取
り
組

ん
で
い
る
虹
色
の
里
横
畠
で
は
、

今
年
も
ソ
バ
打
ち
体
験
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

横
畠
の
澄
ん
だ
空
気
を
い
っ
ぱ

い
吸
っ
て
育
っ
た
ソ
バ
の「
収
穫
、

脱
穀
、
伝
統
的
な
製
粉
、
ソ
バ
打

ち
」
の
一
連
の
作
業
を
メ
ン
バ
ー

と
一
緒
に
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

香
り
高
い
新
そ
ば
が
貴
方
を
待

っ
て
い
ま
す
。

【
場
所
】

横
畠
清
水
の
畑
・
清
水
集
会
所

な
ど

【
作
業
予
定
（
全
３
回
）】

12
月
４
日
（
日
）
・
・
・
収
穫

１
月
・
・
・
脱
穀

２
月
・
・
・
製
粉
・
ソ
バ
打
ち

全
日
程
と
も
9
時
00
分
集
合
、

13
時
ご
ろ
解
散

【
募
集
定
員
】

10
組
・
先
着
順

※
全
日
程
参
加
で
き
る
方

【
参
加
費
】

（
昼
食
代
込
み
・
1
回
）

高
校
生
以
上
１
０
０
０
円
　
　

中
学
生
以
下
　
５
０
０
円
　
　
　

【
申
込
締
切
日
】

11
月
30
日
（
水
）

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

虹
色
の
里
横
畠
事
務
局
（
武
智
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
０
―
９
７
７
２
―
３
９
６
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
８
９
―
２
６
―
２
９
６
５

e-m
ail:

ryu_takechi@
jp.bigplanet.com

住
所
・
お
名
前
・
電
話
番
号
を
お

伝
え
く
だ
さ
い

◎
主
催

虹
色
の
里
横
畠

乳
幼
児
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち

の
方
を
対
象
に
、
左
記
の
日
程
で

行
い
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

飾
り
を
一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
。
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

11
月
22
日
（
火
）

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

【
実
施
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
検
診
室

【
内
容
】

育
児
相
談

（
身
長
・
体
重
測
定
な
ど
）

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
飾
り

【
講
師
】

千
頭
眞
己
先
生

【
持
参
す
る
も
の
】

・
お
茶
や
お
や
つ
は
、
各
自
が
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
計
測
さ
れ
る
方
は
、
母
子
健
康

手
帳
。

○
参
加
希
望
の
方
は
、
11
月
18
日

（
金
）
ま
で
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。

◆
お
申
し
込
み
先

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
師
ま
た
は
保
健
衛
生
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
２
１
１

越
知
保
育
園
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

今
月
の
「
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
」

は
食
事
会
な
ど
が
あ
り
、
保
育
園

の
給
食
体
験
も
で
き
ま
す
。

是
非
、
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い

ね
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☆
11
月
の
予
定
☆

（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

◎
９
日
（
水
）

食
育
・
食
事
会

※
食
育
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
を
楽
し
ん
だ

り
、保
育
園
の
給
食
を
食
べ
よ
う
！

※
予
約
制
で
す
。

◎
18
日
（
金
）

誕
生
会
を
楽
し
も
う
！

◎
24
日
（
木
）

品
物
づ
く
り
を
し
よ
う
！

※
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
の
品
物
を

作
り
ま
す
。

【
時
間
】

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

【
場
所
】

越
知
保
育
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
保
育
園

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
　
藤
原
・
北
村

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
２
１
４
１

園
庭
開
放

「
秋
を
楽
し
も
う
！
」

秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
季
節
に

な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
戸
外
で
落
ち

葉
や
ド
ン
グ
リ
を
集
め
て
遊
ん
で

い
ま
す
。

み
ん
な
で
秋
の
自
然
物
を
使
っ

て
一
緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
？

是
非
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

待
っ
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

11
月
15
日
（
火
）

【
時
間
】

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

【
場
所
】

越
知
幼
稚
園
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合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金
の

再
募
集
に
つ
い
て

生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域

の
水
質
汚
濁
の
防
止
と
、
生
活
環

境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
合
併
処

理
浄
化
槽
（
単
独
浄
化
槽
か
ら
の

設
置
替
え
を
含
む
）
を
設
置
す
る

場
合
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

①
設
置
す
る
対
象
区
域

下
水
道
供
用
開
始
区
域
（
一
部

の
区
域
を
除
く
）
以
外
の
越
知
町

の
全
域

②
補
助
金
の
交
付
対
象

・
補
助
事
業
の
対
象
と
な
る
浄
化

槽
は
、一
般
住
宅
設
置
用
で
す
。

・
店
舗
と
の
併
用
住
宅
に
お
い

て
、
住
宅
部
分
の
床
面
積
が

１
／
２
未
満
の
も
の
を
設
置
す

る
方
や
、
申
請
者
の
同
一
世
帯

内
に
町
税
等
の
滞
納
者
が
い
る

場
合
、
補
助
金
の
交
付
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

・
法
や
交
付
要
綱
の
条
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
、

環
境
水
道
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

③
補
助
金
額

④
平
成
23
年
度
設
置
再
募
集

浄
化
槽
2
基
分
が
残
っ
て
い
ま

す
。
受
付
は
、
申
請
書
の
提
出
順

に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
1
月
に
は

受
付
を
終
了
す
る
予
定
で
す
。

⑤
交
付
金
事
業
の
着
手

補
助
金
の
交
付
を
希
望
す
る
方

は
、
必
ず
工
事
着
手
前
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
水
道
課
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
４

浄化槽の大きさ

5人槽

6～7人槽

8～10人槽

332,000円

414,000円

548,000円

補助金限度額

高等工科学校生徒の概要
将来陸上自衛隊において、高機能化・システム化された装備品を駆使・運用するとともに、国際社会におい

ても自信を持って対応できる自衛官となる者を育成するために、中学校卒業者等を対象に採用する制度です。

教育および卒業資格
高等学校の普通科と同等の教育を受け、併せて技術的な識能を有する陸曹として必要な各種技術の専門教育、

防衛基礎学、各種訓練を受けることになります。また、提携する通信制高等学校に入学し、生徒課程終了時に
高等学校の卒業資格を取得することができます。

生徒の処遇
身分：特別職国家公務員（生徒） 手当：生徒手当　94,900円　　期末手当　2回（6月・12月）

◆お問い合わせ先　越知町　総務課　TEL26－1111 自衛隊須崎地域事務所　TEL（0889）42－7186

募集種目

高等工科学校生徒
（推薦）

中卒（見込み含む）
17歳未満の者
（推薦については中
学校長等の推薦等
が別途必要）

平成24年1月7日～9日
の間のいずれか1日

1次：平成24年1月14日
2次：1月28日～31日
の間のいずれか1日

平成24年1月13日

1 次：平成24年1月23日
最終：平成24年2月17日

高等工科学校生徒
（一般）

資　　格 受付期間 試験期日 合格発表

い
っ
こ
く
堂
ス
ー
パ

ー
ラ
イ
ブ
in
須
崎

【
日
時
】

平
成
24
年
１
月
28
日
（
土
）

昼
の
部
　
午
後
2
時
開
演

夜
の
部
　
午
後
7
時
開
演

【
場
所
】

須
崎
市
立
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

【
一
般
発
売
日
】

11
月
２
日
（
水
）

（
お
一
人
様
4
枚
ま
で
）

【
入
場
料
】

（
全
席
指
定
）

１
階：

３，

５
０
０
円
　

２
階：

２，

０
０
０
円
　

※
３
歳
以
上
有
料
　

※
３
歳
未
満
は
入
場
不
可

【
内
容
】

世
界
が
認
め
た
腹
話
術
師
「
い

っ
こ
く
堂
」
の
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ブ

で
す
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅

広
い
世
代
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
で
す
。

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
　
　
　
　
　
　

須
崎
市
立
市
民
文
化
会
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
９
―
４
３
―
２
９
１
１
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越�知�中�学�校�

来る11月20日（日）　開演　13:30～（開場　13:00～）越知中学校体育館にて開催します。�
演奏する曲目は�

一部　ルロイ・アンダーソンの世界�
　　　・タイプライター／サンドペーパーバレー／そりすべり�
二部　ポピュラースターテージ�
 　　　・ハーレムノクターン／テューバ吹きの休日／セントルイス・ブルース／三木たかし　ヒット・パレード�

となっております。ぜひたくさんの皆さんのご来場をお待ちしております。�
※この体育館は、建築して40年以上経過しており、来年春から改築工事がはじまります。�
　この体育館では、最後の定演となります。�

　　　● 全国大会の様子 ●�
　柔道部の個人男子が、和歌山で開催された�
第４２回全国中学校柔道大会に出場しました。�

 ● 体育祭無事終了  9月25日（日） ●�
　迷走台風15号の影響で開催日がいろいろと変更に�
なりましたが、無事開催することができました。�
　またPTA売店（1年団）では売上に御協力頂き、�
ありがとうございました。�

● コスモス祭にて ●�
吹奏楽は、開会セレモニーにて演奏参加しました。�

生活部は、お茶のお接待をしました。�

● 文化祭の準備始まる ●�
　文化祭用のパンフレット�
表紙絵の選考をしました。�
　どの作品が表紙絵とな�
ったかは、パンフレットで�
ご確認ください。�

 ● PTAは文化祭に向けて始動 ●�
　体育祭の後は、文化祭での活動が待ってい�
ます。第4回PTA役員会の様子です。文化祭�
では、例年どおり、良心市・バザーを開催します。�

カラー画像と詳細な内容は、ネットでご覧ください。�
ホームページURL�
http://ochi-jhs.sakura.ne.jp/ochi-xoops/

● 3年生の放課後学習が始まる ●�
　地域の方の御協力を得て、英語の放課後学�
習がはじまりました。�

吹奏楽部定期演奏会のお知らせ�
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秋の全国交通安全運動が実施されました�秋の全国交通安全運動が実施されました�
期間　9月21日～9月30日�期間　9月21日～9月30日�

　安全運動期間中は各地区で広
報活動やイベントを行いました。�
　ボランティアの方を始め、多くの
地元の方にもご協力頂きました。�
ご協力ありがとうございました。�

　　◆ 期間中行われた行 事 ◆�
22日…交通安全パレード（管内全域）　�
　　　ドライバーサービス（ドライブイン片岡）�
　　　高齢者事故防止キャンペーン（サンプラザ越知店）�
28日…園児による交通安全パレード（越知町）�

第50回交通安全高知県民大会�
11月9日（水）高知市文化プラザかるぽーと（大ホール）にて開催されます。�
佐川地区からは58名の方が受賞されます。そのうち、越知町内の受賞者の方は下記のとおりです。 （敬称略）�



お
く
や
み

町
民
の
動
き

開
館
日
時

火
〜
金
曜
　

午
前
11
時
〜
午
後
6
時

土
、
日
、
祝
日

午
前
11
時
〜
午
後
5
時

（
休
館
日
　
月
曜
・
年
末
年
始
）

お
す
す
め
図
書
の
紹
介

お
と
な
の
本

「
藁わ
ら

に
も
す
が
る
獣
た
ち
」

曽
根
　
圭
介
　
著

大
金
の
入
っ
た
忘
れ
物
の
バ
ッ

グ
を
、
ネ
コ
バ
バ
し
よ
う
と
す
る

初
老
の
男
。
暴
力
団
に
２
０
０
０

万
円
も
の
借
金
を
し
て
、
返
済
に

窮
す
る
悪
徳
刑
事
。
FX
で
失
敗
し

た
借
金
を
返
す
た
め
に
、
デ
リ
ヘ

ル
で
働
く
主
婦
。
金
の
誘
惑
に
お

ぼ
れ
、犯
罪
に
手
を
染
め
て
い
く
、

獣
た
ち
の
運
命
は
―
。
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本
の
森
�

図
書
館
だ
よ
り

新
着
図
書

（
お
と
な
）

◇
毎
日
か
あ
さ
ん

西
原
　
理
恵
子
　
著

（
こ
ど
も
）

◇
あ
の
日
の
音
だ
よ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

佐
野
　
洋
子
　
作

◇
ち
い
さ
な
お
ば
け
ち
ゃ
ん
と

く
る
ま
い
す
の
な
な
ち
ゃ
ん

又
野
　
亜
希
子
　
作

◇
せ
か
い
の
こ
っ
き
え
ほ
ん

児
童
編
集
部
　
作

◇
う
え
き
ば
ち
で
す川

端
　
誠
　
作

◇
た
い
ら
に
な
っ
た
二
つ
の
や
ま

ビ
ー
ゲ
ン
セ
ン
　
作

◇
か
さ

松
野
　
正
子
　
作

◇
ぺ
ん
ぎ
ん
の
た
ま
ご
に
い
ち
ゃ
ん
　

あ
き
や
ま
　
た
だ
し
　
作

◇
お
ば
け
の
チ
ョ
ウ
ち
ゃ
ん
　
　

長
野
　
ヒ
デ
子
　
作

◇
や
ま
ん
ば
あ
か
ち
ゃ
ん

大
島
　
好
子
　
作

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

「
な
で
し
こ
力
」

佐
々
木
　
則
夫
　
著

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
は
な
ぜ
強

い
？
日
本
の
女
性
の
長
所
と
は
？

女
性
が
100
％
の
力
を
発
揮
し
た
く

な
る
組
織
と
は
？
女
子
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
世
界
一
を
狙
う
現
役
監

督
が
、そ
の
秘
密
を
解
き
明
か
す
。

「
四
国
古
紙
幣
図
録
」

苅
谷
　
茂
正
　
著

土
佐
歴
史
資
料
研
究
会
で
役
員

を
務
め
る
著
者
が
土
佐
、
松
山
、

高
松
、
徳
島
な
ど
近
世
四
国
の
13

藩
で
発
行
さ
れ
た
藩
札
、
私
札
な

ど
歴
史
的
な
紙
幣
を
集
め
た
図

版
。
著
書
が
長
年
に
わ
た
っ
て
集

め
て
き
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心

に
１
２
０
０
点
を
収
録
し
た
。

子
ど
も
の
本

「
ぞ
う
の
こ
ど
も
が
み
た
ゆ
め
」

志
茂
田
　
景
樹
　
著

「
ぼ
う
や
、つ
よ
く
生
き
て
ね
」。

お
か
あ
さ
ん
は
、
わ
が
子
を
も
う

一
度
ふ
り
か
え
っ
て
か
ら
、
ジ
ャ

ン
グ
ル
の
奥
へ
歩
い
て
い
っ
た
。

ア
フ
リ
カ
象
の
母
と
子
の
ひ
び
き

あ
う
愛
に
、
心
が
洗
わ
れ
ま
す
。

「
よ
る
の
え
ん
て
い
」

佐
々
木
　
洋
　
著

み
ん
な
が
、
す
や
す
や
眠
る
こ

ろ
、
そ
こ
は
い
き
も
の
た
ち
の
ワ

ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
！
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス

ト
佐
々
木
洋
さ
ん
の
「
い
き
も
の

探
検
」
絵
本

９
月
届
け
出
分

※住民課に死亡届のあった方を掲載しています。

人　口

男

女

世帯数

6,448（△ 6）

3,012（△ 5）

3,436（△ 1）

3,000（ 0 ）

出生

死亡

転入

転出

2

11

12

9

（10月1日現在）

住
　
所

２
　
区

６
　
区

８
　
区

８
　
区

12

区

13

区

五
葉
荘

五
　
味

堂
　
岡

本
　
村
　

稲
　
村

氏
　
　
　
名

片
岡
　
�
弘

田
中
　
梅
野

中
越
善
三
郎

西
浦
　
希
房

山
本
　
佳
世

西
森
　
信
惠

秋
澤
　
　
榮

西
森
　
吉
男

山
本
　
信
正

片
岡
　
武
茂

山
元
　
繁
子



行

事

カ

レ

ン

ダ

ー
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11
月

12
月

日 曜日 種　　　　　目 場　　所 集合時間など 備　考
4 金 ミニデイ（鎌井田） 鎌井田老人里の家 10：00～ ＪＡコスモス
5 土 越知町文化祭 町民会館 9：00～ 7日（月）まで
6 日 高知県小学生空手道大会 町民総合運動場体育館 9：00～
7 月 健康相談 遊行寺複合集会所 9：30～

9 水 なかよしひろば
「食育・食事会」 越知保育園 9：30～正午 14ページ参照

10 木
犬猫引取日 役場前 8：30～ 9：15
ミニデイ（桑薮） 桑薮集会所 10：00～13：00 社会福祉協議会

15 火
犬猫引取日 役場前 8：30～ 9：15
園庭開放 幼稚園 9：30～11：00 14ページ参照

16 水 平成２３年度保健福祉大会 町民会館 9：30～

18 金

あいさつ運動 役場前 7：40～ 8：15
ミニデイ（佐之国） 佐之国集会所 10：00～13：00 社会福祉協議会
なかよしひろば
誕生会を楽しもう！ 越知保育園 9：30～正午 14ページ参照

21 月
ミニデイ（大平） 大平集会所 9：30～ ＪＡコスモス
犬猫引取日 役場前 8：30～ 9：15

22 火 育児相談・母子保健事業 保健福祉センター 13：30～15：30 14ページ参照
23 水 野老山「生涯学習フェスタ＆伝承行事 野老山小学校 10：00～15：00

24 木
ミニデイ（日ノ浦） 日ノ浦集会所 9：30～ ＪＡコスモス
なかよしひろば
品物づくりをしよう！ 越知保育園 9：30～正午 14ページ参照

25 金 第14回コスモスカード杯 町民総合運動場体育館 18：30～ 12ページ参照
28 月 健康相談 栃ノ木集会所 13：30～
29 火 犬猫引取日 役場前 8：30～ 9：15
30 水 ミニデイ（谷ノ内） 谷ノ内ふれあい荘 10：00～13：00 社会福祉協議会

日 曜日 種　　　　　目 場　　所 集合時間など 備　考
2 金 人権無料相談 保健福祉センター 10：00～15：00
3 土 第34回越知町産業祭 ＪＡコスモス越知支所 4日（日）まで

あ
け
ぼ
の
句
会

◎
ひ
っ
そ
り
と
物
噛
ん
で
を
り
野
分
吹
く

た
む
ら
ち
せ
い
　

鬼
火
よ
り
恐
ろ
し
き
と
き
曼
珠
沙
華

○
コ
ス
モ
ス
や
生
き
て
い
る
か
ら
又
会
え
て

西
　
せ
つ
子

飛
び
火
し
て
庭
に
蕊し

べ

張
る
曼
珠
沙
華

○
特
攻
の
碑

い
し
ぶ
み

古
る
し
秋
桜

服
部
す
え
子

秋
桜
ほ
っ
と
す
る
か
ら
逢
い
に
く
る

○
悠
久
な
る
仁
淀
の
流
れ
秋
桜

松
本
　
孝
子

月
今
宵
光
の
粒
子
ま
と
い
ゆ
く

○
コ
ス
モ
ス
の
里
に
暮
ら
し
て
米
寿
ま
つ

辻
　
　
静
香
　
　

兎
小
屋
照
り
明
し
た
る
月
夜
か
な

○
コ
ス
モ
ス
に
吹
く
風
な
べ
て
ピ
ン
ク
色

藤
原
　
里
美
　
　

目
覚
め
け
り
金
木
犀
の
香
に
よ
ば
れ

○
噴
水
や
後
か
ら
の
水
待
ち
て
落
つ

澤
田
　
泰
彦
　
　

死
生
観
超
え
て
行
き
け
り
蟻
の
列

『
会
員
募
集
中
』

あ
け
ぼ
の
句
会
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
歓
迎

し
ま
す
。

入
会
ご
希
望
の
方
は
、
澤
田
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
・
０
８
９
７
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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第29回越知町コスモスまつりが、10月1日から16日まで開催され、多くの見物客が色鮮やかに咲くコスモスや
さまざまなイベントなどを満喫しました。
今年は、2度の台風による水害の影響もあり、開花が心配されましたが、多くの方々のご協力により、期間の
中ごろには満開になりました。
休日には、巨大迷路や釣り堀、カヌー体験が人気を集め、ファイティングドッグスの選手による人力車や越
知町の友好交流町である、北海道滝上町フェアなどたくさんのイベントが行われました。

宮
ノ
前
公
園
の
コ
ス
モ
ス
の
花
が
ほ
ぼ
満
開
に
近
づ
き
、
大
勢
の
入

場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
10
月
10
日
（
月
・
体
育
の
日
）、
越
知
町
観
光
協
会

主
催
の
第
29
回
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
俳
句
大
会
が
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
、

遠
く
は
東
の
馬
路
村
は
じ
め
県
内
各
地
か
ら
、
俳
句
愛
好
者
30
名
が
参

加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
岡
林
友
一
観
光
協
会
会
長
が
挨
拶
を
し
た
後
、

参
加
者
全
員
と
特
別
選
者
に
よ
る
選
句
が
行
わ
れ
、
上
位
得
点
者
か
ら

次
の
と
お
り
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

町
長
賞

と
き
め
き
は
老
い
に
も
あ
り
ぬ
秋
桜

仁
淀
川
町
　
市
川
　
千
秋

議
会
議
長
賞

コ
ス
モ
ス
や
昭
和
の
友
の
消
え
て
逝
く

佐
川
町
　
竹
崎
　
い
と

教
育
長
賞

コ
ス
モ
ス
や
杖
よ
り
軽
き
母
背
負
い

同
　
　
　
　
山
本
　
節
子

観
光
協
会
長
賞

を
り
を
り
に
浪
花
の
な
ま
り
後
の
月

高
知
市
　
山
本
　
呆
斎

あ
け
ぼ
の
句
会
長
賞

毬
栗

い
が
ぐ
り

の
落
ち
て
始
ま
る
量
子
論

佐
川
町
　
広
田
　
昌
子

秀
吟
賞

二
十
階
よ
り
小
人
の
国
の
秋
景
色
　

同
　
　
　
　
原
田
　
信
子

同
夕
顔
や
黄
泉
平
坂

よ
も
つ
ひ
ら
さ
か

薄
明
る
　
　
　
　
　

同
　
　
　
　
黒
岩
　
英
起

同
墓
の
な
き
故
郷
と
な
り
ぬ
秋
ざ
く
ら
　

馬
路
村
　
池
　
　
蘭
子

同
蛇
穴
に
筆
の
毛
先
の
よ
う
に
這
う
　
　

須
崎
市
　
田
村
　
和
子

同
秋
櫻
相
合
い
傘
を
追
い
越
さ
ず
　
　
　

佐
川
町
　
河
村
　
茂
子

特
別
選
者
に
選
ば
れ
た
作
品

被
災
地
の
コ
ス
モ
ス
強
し
遺
児
強
し
　

い
の
町
　
山
下
　
正
雄

コ
ス
モ
ス
に
紛
れ
て
揺
れ
て
い
る
命
　

須
崎
市
　
高
橋
　
　
翔

月
今
宵
光
の
粒
子
ま
と
い
ゆ
く
　
　
　

越
知
町
　
松
本
　
孝
子

第
29
回
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
俳
句
大
会

お 名 前

生年月日

両 親

住 所

メッセージ

須内
すのうち

航大
こうだい

（男）

平成22年10月20日

須内 浩史・樹里

越知町12区

お誕生日おめでとう
元気で明るい子供に育って下さい（父・母より）
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